
　町工場の多い墨田区は、隅田川の
洪水や関東大震災、東京大空襲で火
の海となり、多くの人々の命が奪わ
れた地域です。
　 （株）ユーズは戦後の 1958 年に設
立。捨てられた家庭廃油のリサイクルに取り組み、 
35 年後の 1993 年には日本で初めて廃油からディー
ゼル燃料化に成功しました。 回収された廃油は燃料
の他に飼料、肥料、石けんなどに再生されています。
　「TOKYO 油田」は 3 代目の染谷ゆみさんのもと、
４年前に地域で集いあえる拠点として 「油田カフェ」
をオープン。チャリティショップ「ＷＥショップす
みだ」を併設し、 東日本震災後には精製した燃料や
花を被災地に運びました。 それは同時に、避難所の
人たちに希望を届けることになりました。

　福島原発事故後に、廃油から電力ができないもの
かと試行錯誤し、 企業と連携して発電機を開発。電
力会社の（株）TOKYO 油電力を設立しました。 また、
畑のない墨田区での野菜作りとして、企業と連携し
て水耕栽培で野菜を作り、 その野菜を使ってケーキ
やクッキーを作り、カフェで販売しています。 
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　拠点となっている「油田カフェ」や「WE ショッ
プすみだ」、水耕栽培の電気は、 もちろん TOKYO 油
田力です。

　 こ の 春 か ら、WE シ ョ ッ プ 中 田 店 と 萩 丸 店 は
TOKYO 油田力の電気に切り替えました。また、店
内ではポンプ式石鹸を販売しています。さらに中田
店では太陽光パネルで発電されたエネルギーでラジ
オを聞いています。
　原発事故から、エネルギーの地産地消が望ましい
形であると言われています。横浜市は行政による廃
油回収がないため、廃油を廃棄している人も多いは
ずです。廃油も資源になることを地域で語り、次世
代のエネルギーのあり方を考える人を増やしていき
たいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　

いずみＷＥショップの３店舗が
回収ステーションになっている 
廃油のリサイクルの過程を学ぼうと、
墨田区の（株）ユーズに伺いました。

→

次世代のエネルギーを考える

家庭の廃油から
エネルギーを生む

廃油から生まれた電力で野菜作り

▲廃油の回収

▲ポンプ式石鹸
▲中田店の太陽光パネル
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WE21 ジャパンいずみの 3 つのショップから
日々のエピソードをお伝えします。

　今、領家店は夏らしいたくさんのア
クセサリーが皆様をお待ちしています。
ショップに来る前はどんな人が付けてい
たのかしら？これからどんな方を飾るの
かしら？などと思うと楽しくなります。
人から人へ・・・繋がって、心がほっこ
りするこの気持ち。だからボランティア
はやめられません。

●オオバコは雑草で、路傍のいたるところに生えてい
ます。踏まれても元気に咲く、どこにでもあった草です
が、今では、あまり見られなくなりました。街のようす、
人のようすもすごいスピードで変わっていく時代。雑草
でも人の手が加えられる中で生きていくのは大変なので
す。時代にあわせ変わっていくことの難しさを感じます。
●ショップはまもなく 20 年を迎えます。近頃は終活が
流行り「捨ててしまうのは勿体ない」と来店される方が
多くなりました。若い人は古いものを「可愛い」と言っ
て喜んでくれています。
●時代のせいばかりにしないで、20 年をふりかえり原
点に戻って、もう一度「ショップとは何か」を考えてみ
ることが大切なのかもしれませんね。
　庭の草むしり、そろそろしないと。　　（理事　石川）

　記録的な早さで梅雨
が明け、これからの長
い夏を思うと、なんと
か涼しくなる方法を考
えたいですね。
　海や山、盆踊り、夕
涼み会等々、涼しさを
演出するものをご用
意しました。あなたに
あった涼しさを見つけ
に、どうぞお越しくだ
さい。

雑感。
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夏のアクセサリー

涼しさを届けるハグ

▼西日本の集中豪雨は、大きな自然災害とな
りました。暑さの中の避難生活、復興などを
考えると胸が痛みます。▼ 3・11 の大震災
と原発事故、相次ぐ地震、集中豪雨と不安な
社会の中で生きていることを自覚して、一人
ひとりできることから環境に負荷を与えない
生活をしていきたいものです。
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　「チャリティショップ？」笑顔の素敵な外国人
女性から尋ねられました。

聞けば子どもたち
のために、自宅で
チャリティ活動を
されているとのこ
と。 同 士 に 出 会
え、ハグで別れま
した。

世界はひとつ！願いはひとつ！ですね♪

中田店 萩丸店

WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE♥WE

2017 年度の支援報告

▼ 2017 年度の支援金は 1,486,571 円
でした。国別ではカンボジアが一番
多く、女性の自立支援や生活向上事
業などの 3 団体に 70 万円を支援し
ました。▼また、ロヒンギャ難民の
緊急支援にも取り組みました。
▼皆さまのご支援、ありがとうござ
いました。

領家店


